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代 掻 機 の 機 能 に対 す る 一 考 察.

山 中 勇*

A study on the function of paddy-field harrows 

            Isamu Yamanaka

1.緒 言 ・ ・

田植の前作業 としての代掻は主 として土塊を陣 き,適 度に鎭圧し,表 面を卒に均 らすた

めに行われるが,田 面よ りの滲透水を少くする目的をもつ場合 も多い.例 えば栃木縣那須

村 に於 いて18回 も代掻をする実例や,山 口縣下に普及している代隼による代掻方法等は

明らかに滲透水の減少を目的としている.代 掻作業の合理化を図るには作業効程を高める

ことも重要であるが,代 掻によつて 陣土と滲透防止の 何れに主 目的を お くか とい う点か

ら,そ れに最 も適 した機能を持つ農機具の導入がより大切でーあると思 う.筆 者は五月以来

東大秋葉教授 を中心とする代掻作業に関する試験研究 に参加させていた 讐き,特 に代掻用

農機具に関する試験研究 を行つて来たのであるが,圃 場試験の結果はそちらで発表するこ

とにして,こLで は各種代掻機の機能について若干の考察を試みる次第である.

IL代 掻 に よる土壌 配列 の変化

代掻するこ どによつて,大 きな歴が小土塊に梓かれ,そ れが水中で蝿群 されるうちに一

部は崩壌 して,個 汝の土粒子に分離し,そ れ らが混和してゆ く過程は観察によつて も明 ら

かに認めることができる.・しか し,代 掻の今一つの効果である水の滲透が少 くなる過程は

未だ明白にされていないが,そ れは多分次のように考 えて大きな間違はない と思 う.即 ち

代掻前の耕土は大きな歴として存在し,そ の孔隙は甚だ大きいか ら水の移動は全 く自由で

ある.耕 土の下は耕盤を形成 し之は固く締つた暦であるが,古 い作物根の腐蝕跡や,虫 の

穿孔した穴や,小 さな亀裂が無数にあると考えられる.し たがつて水はこの小さな縦穴を

通 して滲透 してゆ く.代 掻の効果を耕土と耕盤に分けて考えると,耕 土は代掻によつて小

土塊と土粒子が均一に混和された状態 にな り,更 にこれを農具や入畜の足で鎭 圧 す るか

ら,下 の方が緊密に圧縮 され水の滲透は甚しく妨げられる.又 耕盤の穴は泥水が滲透する

時その中に含んでいた微細な土粒子を次 々と沈澱葉積するか ら穴が次第に小 さくなつてゆ

くものと考えられる.又,農 具や人畜の足でその上を踏み固めるか ら穴はつぶされるわけ

である.

代掻の作用を以上のように考 えて,現 在使用されている各種代掻機の構造機能につい て
の

考察することにする.

*東 京教育大学農学部.
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皿.各 種代掻 機 の代 掻 機 能".

苓 」で比較考察する代掻機は,普 通鍬.代 車,花 型畔土機,コ ンペー ト型代掻機及び代

摯の5種 類 とする.
、

1.普 通馬鍬

耕土中に ある任意の土塊について,そ れが礫土 される作用を考 えてみる."

歯杆が土塊に及ぼす力Pは 耕土 中に於 ける土塊の欝又は動摩擦力に等 しい、土塊が礫

かれるのは切割 られるか圧碎 されるか何れかであるか らとれを分けて考える.

(1)土 塊が切割られる作用

歯杆がPな る力で土塊を圧すれば‡塊は局部的に圧縮 されるか らこの部分 と歯杆 とに

零つて一つの襖 を形成 し,土 の凝集力が この襖の力に 耐えられぬ場 合に二つに切割 られ

る;fこの状態 は第1図A,B,Cの ように,襖 の角 θは歯杆O{形状 と,土 塊の物理的性質

によつて定まるもの と考えられる.

第1図.馬 鍬歯杆 の 切 割 り作 業.

(2)土 塊が圧葎 される作用',n-.

歯杆がPな る力で土塊㌃圧すれば・土塊内に圧縮応力を生するが・それが土の圧縮強

度に達すれば土塊は圧砕 されてぼ らばらになる.Pに よつて発生する土塊内の応力分布は

土塊の構造,性 質,歯杆 の形状等 によ堪 だ複雑なもので あり,又 土塊内の圧縮 強度(或

いは凝集力といつてもよい)は 部分的に異なるから,圧碎 によつて大きさ,形状 を異にし

たい くつかの小土塊に分けられる.

以上(1)と(2)の うち(2)に よれば一度に細か く弊かれて能率的であるがPは

小 さい故凝集力が小 さい土塊でないと圧碎することは出来ない.即 ち第1図A,B,Cの

如き歯杆が各地で用いられているの もか 」る理由によるものと考える.
しへ

他の作用について考えると,馬 鍬の歯杆 は耕土を押 し分け,こ れを進行方向に動かすか

ら,擁 拝均李の両作用は行われる.但 し鎭圧の作用は大 きくない.

2.代 車.'

へ 代車による代掻作用は巾の挾い(3分 乃至5分)車 輪で土塊を切 り割 り,踏 み畔 くもの

で,土 塊は耕盤により支えられるからとの作用は確実であ る.土 塊の凝集力が大きい場合
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は台の上に重量を掛ける必要がある.土 壌を蝿絆均卒する作用は殆んど期待できす,丈,

鎭圧作用も車輪巾が狭いから局部的にしか働かrタ能率的でない.従 つて多くの地方では代

車の後に丸本や淋 緻 射灘歯杆 を植付け嫡 軍講 土機をつけて,之 等の作用を補つ

ている.

3.花 型確土機 ・'

最近畑用,又 は乾田用の砕土機を改良 して漁 田用或いは代掻用にしたものが普及してい

る.何 れ もその弊土部は花型円板 を用い,後 部に普通馬鍬の歯杆 を取 り付けた構造になつ

ている.花 型円板の作用は土塊蓼切 り割るもので,代 車に近い ものと考えられる.但 し廻

転面℃進行方向とある角度を持つているか ら土壌を,掩 搾.鎭 圧,均 亭する作用も行 われ

るが,そ の効果は大きくない.ヒ れを補 うのが後に装着した固定歯杆 であつて,両 者によ

つて代掻作用は良好のようである.し か し鎭圧作用な後に蓮べる二つの もめより畦劣ると

考える..『-

4.コ ンペー ト型代掻機

長野縣伊那地方に普及をレ 芝浦ガーデントラクタ肖に附属する代掻機はとの型を採つ

ている.そ の構造は第2図 に示すようなもので,代 車の後車の代 りに之をとりつけて使用

する.車 は軸に固定されす障碍物ぶあると歯板でまた ぐようにして乗 り越飢 今㌧ 軸と車

が室転せう瓶 廼転しながら進む場 合の歯板の運動 軌跡を描けば第3図 のようになる1

第2図.'コ ンペ ー ト型 代掻 機(正 面 図)。

この軌跡から考えると,土 塊は歯板 とボス間にはさまれて押 し下げられて圧碎 される.

従ρて充分重 くしておけばジ同時に弊土,攪拌,鎭 圧作用を有効に行 うことができる.又

車のボスはあたか もローラ の如 き作用をして,土 壌を鎭凪 均卒する..
ノノ へ

5.代犂 .

代犂は普通の隼の角度を小さく,'犂床 を長 くした ものと考えてよい.従 つて隼先及び摯

.僻 に作用する土の圧加2滑 直分多は大きくな り,犂床 で土壌な強く圧縮する.長い犂床 鷹

耕深を一津に保ち耕盤にコテをかける作用をする・か 玉る作用によつて耕盤の滲透を少 く'

すると考える.耕 土に対する作用は伺回 も犂返すから掩搾作用は大 きいが庫土,鎭 圧,均
ヘ ロヒへ りゆ

平の効果は翠 大きな土塊餓 ζ・従つて他の代搬 嫌 よ噺 土の腿 を櫛 こと燭

要で ある.
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第3図.コ ンペート型代掻機の歯板め運動軌跡.

、Iv;結 言:、,

以上は各種代掻機 について,そ の作用を考察 したのであるが湛水田における土塊の破確

と水による崩壌現象は非常に複雑なもので各種土壌につい て,い ろいろの條件の下に実験

・を重ね,代 掻機能 を時間的,章 的にとらえるととが必要で あろう.
L

 Summary 

1. The primary object of harrowing on paddy-field. is to make the field in 

suitable condition to transplant rice plants, and the secondary is to reduce 

the loss of water by percolation. . 

2. The effects of harrowing are made of the follwing processes : 

(1) breaking up the clods, ( 2 ) stirring the soil, 

( 3 ) repressing the soil, ( 4 ) making the land level, 

( 5 ) compressing the furrow bottom and filling the holes in there. 
3. Spike harrows "Maguwa", "Shiroguruma", Rotary cutaway disc harrows, 

"Conpeto" harrows and "Shirozuki" , studied in this treatise, have very differ-
ent function of harrowing respectively. 

4. The selection and using of harrows should be done in order to gain the. 
chief object of harrowing in compliance with the physical properties of the 

soil:


